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１．オンライン商談会を成功に導くポイント

Web上での商談会は増えることはあっても減ることはない。

■オンライン商談会の今日的背景

コロナ禍
・コロナ禍で３密を気にせずに参加できるWeb上での商談会ニーズの高まり。

ICTの進展
・Web上でも工夫次第で、リアル商談会以上の丁寧で親切な製品・技術の訴
求ができる。

低コストのビジネス機会の
気づき

・場所や時間を気にせず参加でき、リアルな商談会では期待できなかったビジネ
ス機会との出会いに、改めて気付いた。
・移動旅費や時間を負担せずに商談ができ、金銭、時間コストも小さかった。

自前主義からの脱却
・コロナ禍に伴う実体経済の低迷等により、企業の基礎研究に対する姿勢も慎
重に。
・オープンイノベーションの活用で開発の自前主義からの脱却が定着。
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第11回ふくいビジネス商談会
（2019年 福井県商工会議所連合会開催）

■他県事例では「商談結果に8割以上の参加企業が満足」とのこと。

１．オンライン商談会を成功に導くポイント

・昨年、福井県で開催されたオンライン商談会には、342社がエントリー。

商談件数は249件。（実際に商談が交わされた件数。ビジネス成立件数ではないもの）

8割以上が満足な成果
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■ニーズとシーズの効果的な出会い

2．成果あるオンライン商談会に向けて

大手企業は製品、技術開発や価値開発に貢献するノウハウに魅力を感じる

カタログ、パンフレット情報よりその裏にある技術力、人材力、組織力に魅力と期待を感じる

技術

（実現する）人材

（支える）組織

カタログ、パンフ
技術、人材、組織

（微細加工）技術
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■本日のご提案:試作段階からの参画を狙った商談

2．成果あるオンライン商談会に向けて

購買部門に売り込むのではなく、開発部門が関心のあるものやことを売り込む‼
大企業はコロナ禍でビジネスモデルの転換を考えている＝今がチャンス

購買部門は、資材や部品をいかに
安く値切るかが腕の見せどころ

開発部門や設計部門は数年先を見据えて、人員、設備
などを含め年間数千億円規模の投資をする企業も

レッド・オーシャン

ブルー・オーシャン
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■SDGsオープンイノベーションプラットフォームのご紹介

3．トライアルの実施:一部上場2,000社企業とのマッチングアプローチ

以下のコンセプトに沿って、SDGsを軸に関西企業のオープンイノベーションを促進

■企業経営における
SDGs実装化は持続
的なビジネスの成⾧に
不可欠。

■自前主義にとらわれ
ず、技術、製品、資金、
知識などの知的財産
を複合的に組み合わ
せ、それを実装化する
ことをサポート。

■効率的、且つスピー
ディーに最適な価値を
創出。
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■SDGsオープンイノベーションプラットフォームのご紹介

3．トライアルの実施:一部上場2,000社企業とのマッチングアプローチ

関西企業のオープンイノベーション促進に向けて、以下の幹事企業が役割を分担して展開中

コニカミノルタ株式会社

清水建設株式会社

日立造船株式会社

日本工営株式会社

一般財団法人 アジア太平洋研究所

【事務局】

【幹事企業】五十音順
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■ICTを活用した予備診断の実施

3．トライアルの実施:一部上場2,000社企業とのマッチングアプローチ

「ひとが思いつくマッチングではなく、ひとが思いつかないマッチング」から
オープンイノベーションは生まれる。

ICTの仕組みを活用して、製品開発やSDGsの視点を踏まえて相性がよい
大手企業候補をご紹介。ブルーオーシャンで取引先開拓を‼

各社がこれまで気づいていなかったアプローチ先企業や領域への進出を後押しする提案を行う。

そうか!
この企業へのアプローチは
考えていなかったなー。
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■予備診断の概要

3．トライアルの実施:一部上場2,000社企業とのマッチングアプローチ

一部上場企業の活動状況や関心事データ、経営戦略情報(特にミッション情報)を収集

参加希望企業様の（相手企業の）製品開発・試作に資する情報を今回のトライアルに向けて収集
→詳しくは次スライドをご参照

データ収集

企業マッチング

※詳細は項番４

アカデミアの知見も得て開発したITツールで価値創造や製品開発の観点から参加企業様と
一部上場企業とのマッチングを実施

「ミッション実現の親和性」や「SDGs課題の解決」の観点を踏まえて、マッチングを実施

ターゲット企業
提案

参加各社がアプローチするターゲット企業を提案し、各社がこれまで気づいていなかったアプローチ先企業や
領域への進出を後押し

マッチング候補企業に中小企業診断士が伺い、親和性を確認したのちにマッチングを提案
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■トライアルに向けての情報収集

3．トライアルの実施:一部上場2,000社企業とのマッチングアプローチ

参加希望企業様に中小企業診断士等がお伺いし、製品開発・試作に資する情報を収集

経営理念、10年後のビジョン、ミッション

経営状況とそれを踏まえた今後の対策（課題認識）

経営資源（設備、従業員、資金、情報）の強み

経営情報

製造、技術情報

製品・技術の強み、差別化要因

製品・技術の強み、差別化要因を実現できる背景

特許等の知財の状況

人材、組織情報

匠（たくみ）人材や組織知の蓄積

目標達成に対する従業員の熱意

従業員間のコミュニケーションや協力状況

【お聞きする情報（案）】
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■トライアルに向けての情報収集:成果イメージ

3．トライアルの実施:一部上場2,000社企業とのマッチングアプローチ

技術レポート掲載情報を、マッチング視点でことばを選定し、ITツールに登録

マッチングを想定した自社の魅力を厳選

収集した大手業情報に含まれる「語」を踏まえて
マッチングにつながる粒度の「語」を選定

今回は、イメージデータはマッチングに使用しません

「期待される応用分野」は積極的に登録

属性情報を登録
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■SDGs課題の解決を踏まえたマッチング

3．トライアルの実施:一部上場2,000社企業とのマッチングアプローチ

①SDGsの課題ごとに親和性の高い企業を抽出
②マッチング候補企業を診断士が精査
③マッチング提案

大手の企業情報DB
・活動状況
・関心事
・ミッション

中小の企業情報DB
・ノウハウ（技術、人材、組織）
・相手の製品開発・試作に資する情報

SDGsに係る各課題に関連する文字情報
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■予備診断のしくみ（概要）

3．トライアルの実施:一部上場2,000社企業とのマッチングアプローチ

データ化された文字情報から以下の探索、分析手法を活用して親和性の高い企業を抽出

テ
キ
ス
ト
型
デ
ー
タ

デ
ー
タ
の
中
か
ら
語
を
自
動
抽
出

内容が似た文書の群を探す

抽出誤リスト/頻出150語の表

抽出後検索

階層的クラスター分析

多次元尺度構成法

共起ネットワーク → 詳しくは次スライドでご説明

関連語探索

対応分析

クラスター分析

「文書×抽出語」表の出力

「抽出語×文脈ベクトル」表

語と語の結びつきを探る

テキストの部分ごと
の特徴を探る

多く出現していた語を確認

データを取り出す

外部変
数※

※ベイズ学習による分類に使用。ベイズ学習では、未観測値の予測や隠れた構造を発見するための
統一的なアプローチをとることができる。SDGsの各目標と関連が深い企業抽出に活用。
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■分析成果（例）:「語と語の結びつきを探る」手法 ⇒ 共起ネットワーク

3．トライアルの実施:一部上場2,000社企業とのマッチングアプローチ

「どんな言葉が多く出てきていて、どの言葉とどの言葉が一緒に使われていたのか」かがわかる分析手法。
⇒共通する言葉が多い企業間の相性はよいと想定される。

AAA
BBB

CCC
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４．企業マッチング ～Text – 企業 graph～

15

テキスト(target)に対して、
方向(ベクトル)が似ている企
業群を魚群(fish school)と

して抽出

「コニカミノルタジャパンは、コニカミノルタの日本国内のお客様との接点である情報機器部門、ヘルスケア
部門、計測機器部門がひとつになって誕生した会社です。私たちは、コニカミノルタグループの総合力を活
用し、さらに、多くのパートナー企業と協力して、課題提起型デジタルカンパニーとしてお客様の事業継続
と拡大に取り組んで参ります。」

というテキストに対して、方向(ベクトル)が似ている企業を抽出
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４．企業マッチング ～概略～
Confidential

①予選 ②準決勝 ③決勝

・大企業のニーズと中小企業のシーズをマッチングする仕組み・場を提供。
・自治体向けには、地元中小企業に着目した地域振興の仕組みとしても提案可能。

大企業

1. テキスト情報をベクトル化（数百次元以上）
2. ターゲット文を指定し、それに近しい特性を持つ企業

（魚群）を可視化

ニーズ

Solution Solution

1. aaa 1. 診断士が対面で企業同士のマッチングを支援
2. マッチング後は新規事業の補助金申請等のフォ

ロー

自然言語処理

DJ

データ

中小企業

モノ

Why消費者

How

オンライン上 対面（ワークショップ）

企業DB
（公開/非公開データ）

非公開データ

可視化ステップ:データマイニングを使っ
た分析（Doc2Vec利用）によるつなが
り確認

可視化ステップ:チャンス発見学を使っ
た分析（whyとhow）によるストー
リーづくり

実行ステップ:実務専門家による伴
走を通じたビジネス化
-診断士が対面で企業同士のマッチングを
支援
-マッチング後は新規事業の補助金申請等
のフォロー
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こんな取り組みも。。自治体DXへお役立ち（ご参考）

CONFIDENTIAL



© 2020 KONICA MINOLTA 18
CONFIDENTIAL複製禁止

• これまで見えていなかった業務構造、業務量を定量的に見える化する
• 見える化により、業務改革の具体的な優先度付けが可能となる
• マネジメント職や新任者が、部門の業務全体像、業務の繁忙時期を把握できる

2019年からの取り組み
人口規模別のモデル自治体様での業務量調査:「測定」による見える化

政令指定都市モデル(札幌市)都道府県モデル（愛媛県）

基礎自治体モデル(今治市)中核市モデル(宇都宮市)

モデル自治体別の業務量調査実施 品質経営ノウハウを生かした業務標準化
ノンコア業務時間の約80%が全課の上位20%に該当
(パレートの法則)

⇒ 課題の明確化とBPRソリューションを展開

都道府県 :愛媛県
政令指定都市 :札幌市
中核市 :宇都宮市、高槻市、旭川市
基礎自治体 :愛媛県内12市町

⾧野県小諸市
福島県磐梯町

その他、三重県内・福島県内複数自治体
神奈川県などで準備中

業務量調査データ
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見えてきたこと（業務構造）

業務区分１ L2 業務区分２ 法令 市単 L3 説明 宇都宮市の業務種別

住民基本台帳 1 異動 住民基本台帳法 自治 受付・収受
転入届等異動の受付、受付時の確認、窓口での簡易な手続き相談対
応、法務局等からの連絡

住民登録に関すること（受付）
住民登録に関すること（異動届書管理）
ふりがな訂正申出書の確認・保管に関すること
成年被後見人に関すること（収受・通知）

相談・制度説明 業務に関係する個別相談、電話相談等への対応

入力・登録 登録またはシステムへの入力、システムの操作
住民登録に関すること（入力）
住民登録に関すること（記載事項変更）

照合・確認・審査・決定 登録内容、システム入力結果の確認及び決定 住民登録に関すること（決裁）
証明発行・交付 あわせて希望する場合、証明書、写し等の交付、裏書き等
収納・徴収 手数料の受領

その他 期間・虚偽経過通知書
住民登録に関すること（違反通知）
転入通知未着処理に関すること（対象者の抽出）
届出期間経過違反通知に関すること（対象者の抽出）

2 外国人住居地登録 自治 受付・収受
特別永住者に係る転入届等異動の受付、受付時の確認、窓口での簡
易な手続き相談対応

在留カード，特別永住者証明書に関すること

相談・制度説明 業務に関係する個別相談、電話相談等への対応
入力・登録 登録またはシステムへの入力、システムの操作

照合・確認・審査・決定 登録内容、システム入力結果の確認及び決定
証明発行・交付 あわせて希望する場合、証明書、写し等の交付、裏書き等
収納・徴収 手数料の受領
その他

3 閲覧 住民基本台帳法 自治 受付・収受 閲覧申し込み対応 住民登録に関すること（閲覧）
相談・制度説明 業務に関係する個別相談、電話相談等への対応
入力・登録 閲覧用資料の作成等システム操作
その他

4 実態調査 住民基本台帳法 自治 対象選定、事前準備 調査対象、調査資料の準備 住民登録に関すること（実態調査）
発行・通知 調査の通知

訪問・現地・臨戸調査 調査の実施
入力・登録 調査内容の登録、システムへの入力

照合・確認・審査・決定 調査内容に関する審査、決議、決定
発行・通知 調査結果による通知、職権処理等
その他

出入国管理及び難民認定
法及び日本国との平和条
約に基づき日本の国籍を
離脱した者等の出入国管

弊社が集めた業務量調査のデータから、業務分類・作業分類パターンを整理したところ、約4,800パターンの
業務構造が見えてきました。

業務分類:719種類 作業分類:
88種類

業務分類(719種類)×作業分類(88種類)の組合せ:約4,800パターン

第一号法定受託事務:
・国が本来果たすべき役割を、国に変わり都道府県・市町村が処理するもの
・国政選挙、旅券交付、生活保護、国道管理、戸籍事務、廃棄物処理法 等

第二号法定受託事務:
・都道府県が本来果たすべき役割を、市町村が処理するもの
・都道府県議会選挙・知事選挙で市町村が処理する業務、介護保険、
固定資産税評価、住民税 等

自治事務・県・市単独事業
・法定受託事務以外で、法令に基づく事務・それ以外も含む
・都市計画の決定、国民健康保険の給付、印鑑登録、公共施設の管理 等

約4,800
パターン
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AIの機能１．改善事例提供・BPR支援

機能①「業務概要（自然言語）や課題を入力すると、改善事例候補を提示」→今回モックアップ
機能②「業務概要（自然言語）や課題を入力すると、他自治体業務フロー、標準業務フローの表示」

を表示→12月予定
機能③「業務量調査、業務フローの情報に対して、他自治体・標準業務フローとの差分抽出」 →来年度検証予定

②12月末予定
他自治体業務フロー
標準業務フローの表示

③来年度検証予定

他自治体・標準業務フ
ローとの比較・差分抽出

↓
ECRSの判断・BPR活用
Eliminate : 無くす
Combine : 結合
Rearrange : 交換
Simplify : 簡素化

・・・

申請受付

形式審査

2次チェック

審査

入力

20min.

15min.

5min.

10min.

現状業務フロー

申請受付

形式審査

自動
チェック

自動入力

審査

改善事例フロー

20min.

1min.

Eliminate

Simplify

Simplify
0min.

10min.
10min.

1min.

ECRS事例表示

①現在モックアップ完成
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中⾧期企業価値向上のためESG※の取組みを強化中
※環境（Environment）、社会（Social）、ガバナンス（Governance）

特に、SDGsは企業価値向上に寄与する重要な取組み! ⇒ 日経SDGs経営大賞受賞
コニカミノルタ新中期経営戦略 SDGsはセミナーの主要テーマ!

■コニカミノルタ社の価値向上の取組み
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【 コニカミノルタの「SDGs戦略」】
◆顕在化した課題解決だけでなく、潜在的な課題を提起し、お客様

とともにその解をつくっていくことで、人間社会の進化に貢献していく企

業こそが、これからの時代のサステナブル（持続可能）な企業

数十年先のあるべき未来像を描き、逆算思考で「今、何を成すべき

か?」を明確にして潜在的な課題を提起し、新たな事業を生み出す

ことで、SDGsの実現に向けた価値創造にグループ全体で取り組ん

でいます。

■コニカミノルタ社の価値向上の取組み




